
見学〜体験利用〜本契約



体験利用・契約までの流れ



利用者受け入れの流れ

問い合わせ

↓

見学と面談

↓

体験利用

↓

契約



見学について



1 ．見学と面談



利用者さんと保護者と相談支援専門員
（または精神保健福祉士）が一緒にGHに

訪問に来る



見学者が気になるとこと

① ホーム全体の
雰囲気

② 建物や設備など
のハード面

③ 支援の体制

④ 食事やレクリ
エーションなどの生

活の質

⑤ 入居条件などの
質問



見学者が気になるとこと

一番気のなるの
は

「どのような職員
がいるのか」



スタッフがやりがいを持って働く職場には生き生きとした笑顔がある。

身だしなみがきちんと整いあいさつができるよう心掛ける。

特に現場ではどうしてもトラブルが発生する。スタッフ同士の関係やコ

ミュニケーションがうまく取れているか、言葉遣いはどうかを気をつけ

る。

ホーム全体の雰囲気



建物や設備などのハード面

部屋の雰囲気は個人によって感じ方が変わる。

清掃や整理整頓がしっかりとできているか重要なチェックポイントであ

る。居室だけでなくトイレ・浴室・共用スペースまでチェック掃除が行届

いているか確認する。



建物や設備などのハード面

ここでのポイントは見た目だけでなく「臭い」。水まわりやトイレに臭い

があるのは論外。さらに、掲示板や飾り付けも季節に合わせて飾り直

されているか、植物は枯れたりしていないかも確認する。



支援の体制

ホームの体制や強みについてしっかり説明をする。

・365日夜間支援

・深夜数回の巡回にて緊急時の対応可能な体制

・夜間支援をしているGHは意外と少ないと聞くが、

　初めの一人目の利用者さんから夜間支援をしっかり行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等など



支援の体制

また、支援に対しての意識や

特に力を入れていることにも触れる

例え

「できることに目を向けその強みが10年後20年後も失われない

ようにすることを支援理念としている」など



食事やレクリエーションなどの生活の質

メニューの偏りや季節感が反映されているか、四季の旬の素材が使

われているかなど、献立を工夫しているかなど気をつける。

アレルギーへの配慮や医療上必要な対応は行う

　　　　　　　　　　　　　（ドクター指示確認）

基本的には一人前の提供としている



食事やレクリエーションなどの生活の質

レクリエーションやイベントの企画内容に

ついて可能ならば実施日と見学日を合わせて、

参加者の表情や職員の取り組み姿勢などもを

アピールする機会を作ると良い。



入居条件など

保証人には、一般的に

「緊急時の連絡先」

「利用料未払い時の保証」

「退去、死亡時の身元引受」

と言った責任が伴う。保証人として認められる範囲や責務については、

事前にしっかりと確認しなければならない。



入居条件など

パンフレットに書かれているホームの利用料には、

医療費やレクリエーション費用などは

含まれていないことがほとんど。

内容によっては追加費用が必要となる場合がある。色々な状況を想定

して、どの程度の追加費用が発生するのかをしっかりと説明しておく必

要がある。



相談受付票（フェイスシート）
を必ず作成する

1ページ目：
本人または保護者または相
談支援専門員に全て記入し
ていただく。出来るだけ多く
の情報収集。



2ページ目：
　GH側で記入

しっかりと支援させて
いただきたいので、
ヒアリングをさせていただ
いてもよろしいですか？



見学と面談のポイント
• 利用者さんの人柄を聞く（探る）

• 家庭での様子を全て聞く

　（ネガティブなことも全て漏らさず話して貰う）

　※契約1ヶ月後に必ず家庭での状況（わがまま等）が出る。

　　　それがGHでの集団生活に影響が出る可能性もあり必ず事前に

　　　情報収集。

• 障害と性格の違いを見極める

• 各障害の特徴を知っておく　（統合失調症、広汎性発達障害等など）



そして、
「障害福祉サービス受給者証」
の内容確認



⚠「受給者証」がなければ

報酬請求できない





援護地を確認する



障害種別 
１：身体障がい者 

２：知的障がい者 

３：精神障がい者 

４：難病等対象者 

５：難病等対象者 

援護地：18歳になる前日に住
民票を置いていた市町村。 
その後住民票の住所が変わっ
ても援護地は変わらない。 
今後の問い合わせ先。 



⚠サービス種別に

「共同生活援助」

の記載がなければ
報酬請求できない



チェックポイント 
✔障害支援区分は 
　入っているか？ 
✔有効期間内か？ 
✔サービス種別に 
　「共同生活援助」 
　 と記載されているか？ 
✔支給量に記載があるか？ 
✔支給決定期間は 
　有効期間ないか？ 
 
※体験利用の場合、 
　予備欄に「体験利用」の 
　記載はあるか？ 

（四）ページが　　
最も大事 



「特別給付費」と

「利用者負担上限額」も確認



特定障害者特別
給付費 

 
をチェック 
 
国からの 
家賃補助のこと 



利用者負担に関する事項の 
「負担上限月額」を 
チェックする 
 
※だいたいが0円 

だいたいが「非該当」だが、 
まれに「該当」の可能性あり 



問い合わせの中には、 
何としても直ぐに利用したい！ 

でも受給者証が間に合わない！ 
 

という利用者さん・関係者の方が 
いらっしゃいます 



その場合は、 
事前に相談支援専門員さん・ 
市役所に事情を説明すれば、 

 
有効期間などをグループホーム 

利用初日に合わせて 
遡って発行してくれる例もあり 

 
※あくまでも例外です 



グループホーム 
入居初日に 
合わせていただく 



•面談時に体験利用の日取りを決めてしまう

•受給者証がその時に持参あれば必ずコピーを

取らせて貰う

利用希望の話が出れば、

※但し、受給者証がない、または障害支援区分

がない場合は、その手続きを最優先に進める



1. 受給者証あり、障害支援区分あり

　　→　「共同生活援助」のサービス給付（体験利用）

2. 受給者証あり、障害支援区分なし

　　→　区分認定　（サービス給付も同時に）

3. 受給者証なし（障害支援区分なし）

　　→　受給者証の取得　（区分認定とサービス給付も同時に）

※精神系の病院から退院してくる方は受給者証なしの場合が多い

　 PSWも分かってない場合があるので、管理者の主導で進める

利用者さんの状況としては３パターン



　申請　→「相談支援専門員」　が行う

　発行　→「市役所」　が行う

受給者証の手続き



利用者さんがグループホームを利用できるまでには

どういう流れで進めて行くのか 



1. 担当の相談支援専門員が市役所にGH利用を申請 

 

2.障害支援区分の認定を受ける。 

　（※就労継続B型のみのサービス利用の方等は区分認定を受けていない） 

 

3.担当の相談支援専門員がサービス等利用計画*を市役所に提出 

 

4.サービスの支給決定後、受給者証等を受け取る 

 

5.GHと利用契約&サービス利用開始 

 

 

利用者さんがグループホームを利用できるまでには



※相談支援専門員が作るサービス等利用計画 



「区分の認定」 
 

に関してはかなりの時間がかかる 



区分認定の流れ







入居までの流れ
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体験利用から本契約に
ついて留意すること



①本人の意思の確認



•グループホームで暮らし始めるということ
は障がいのある人にとっては人生の大きな
転機である。

•ただ、入居を決めればいいということでは
なく、入居を希望している人が自分の将来
を自分で決めることができるように支援して
いくことが求められる。



•障がいのある人たちがこれから自分が

暮らすところを選べるようにするためには、

的確な情報を提供していくことは必要不可欠な
ことだが、ただ情報を提供するだけでは不十分
である。



障がいのある人は、多くの場合、

　親元を離れたことがない方や

ずっと入所施設にいた等という状況から、

さまざまな経験に乏しく、新しい暮らしをイ
メージできない場合が多い。



グループホームを見学する機会、入居者の
話を聞く機会、実際にグループホームに泊 
まってみる(体験入居)機会等、できるだけ
具体的な体験を通して入居に対する気持ち
を確認していくことが必要になる。

 



入居を決める過程はていねいに進めること
が重要である。

また、その人の気持ちを確認する ために
は、ご家族、相談支援関係者、通所先の職
員等、その人の気持ちをよくわかっている
人の協力を得て、感じたことをていねいに
聞き、話し合っていくことが大切である。



②家族の希望を聞く



入居を最終的に決めるのは本人だが、家族がまだ健

在でいる場合には、家族に会って、 家族の思いを聞

いておくことは必要である。

家族が本人の生活についてどう考えているのか、 ど

のようなことを希望しているのかを聞いておく。



③グループホームがその人に合っ
ているかどうかを見極める



まず、その人がどのような援助を
必要としているか、グループホー
ムでその援助が提供できるかどう
かを検討することが必要になる。



障がいがある人の援助といっても、そ
の援助内容は多岐にわたる。開設す
るグループホームがどのような援助を
提供できるのかについてきちんと伝え
ることが必要になる。



また、他の入居者との相性はどうか。

グループホームの雰囲気や暮らし方がその人に

あっ ているだろうかということも大切である。

入居者同士の相性、グループホームの雰囲気、暮らし方など、

その人に合っていないまま毎日を暮らすのは、きびしいものである。



そのために入居後、トラブルが絶えなかったり、

我慢し続けるような状況にならないように、

入居を決める過程でその人にとって暮らしやすい場所かどうか、

他の入居者とうまくやっていけそうかを確認することが大切である。



 特に欠員募集の入居の場合は、体験入居の機会を用意して、

すでに入居している他の入居者とうまくいくかどうか、直接、接してみることが必要であ
る。

また新設の場合は、入居するかもしれない人たちで入居に向けて顔を合わせる機会や泊
まりの機会をもって、お互いが接する機会をつくる取り組みが役に立つ。

通所先が同じ場合などは、通所先の情報も大切である。入居者同士が一緒に暮らす人を
わかって入居することは大切である。



④その人の生活の仕方に
合うかどうかを見極める



グループホームの立地条件に

問題はないかということも大切なことであり、

無理なく生活できる状況かどうかを確認や

通所先への毎日の通所に困難はないか

ということを検討しておく必要がある。



また、 新たに昼間の活動の場所を探す必要が

ある場合はグループホームの近隣で通所できる

場所が確保できそうか、グループホームと通所先との距離や交通の便は大丈夫かなどを
検討する必要がある。

 



グループホーム周辺の坂や階段等、生活に支障をきたすことはないか、その人が一人で
(場合によっては援助者と一緒に)買い物に出かける、バスや電車を利用する、銀行に行く
等、想定される生活場面を無理なく行える環境にあるかどうか、グループホームの家屋
内の階段・段差についても確認が必要になる



グループホームの体験利用期間



本利用とは別枠で体験利用用のサービス給付を受ける

利用の上限

•年間50日まで利用可能

•連続30日まで利用可能

受給者証を確認する際には上記条件に気を付ける

※利用可能日数に残りがあるかどうか

体験利用のサービス給付



利用者さんの特性を見る

•スタッフの支援を受け入れてもらえるかどう

•その他の利用者さんとの相性はどうか

•集団生活に向いているかどうか

•課題となる行動、振る舞いはないかどうか

体験利用の意味合い



受給者証の申請と同時並行で

体験利用の準備を進める



グループホームの体験利用対象者は



・指定障害者支援施設等の
入所施設に入所している者

・精神科病棟等に入院してい
る者

・家族等と居宅で同居してい
る者



グループホーム体験利用までの流れ



１，事業所への問い合わせ

２，（受給者証発行がまだであれば）受給者証の発行手続き

３，（受給者証発行がまだであれば）障害福祉課・相談支援事業所への
相談 / 障害支援区分判定 / サービス利用計画案の作成 等

４，受給者証の発行

５，見学日時・体験日の設定



受給者証発行完了をもって利用可能に
各自治体によって表記は異なるが、以下のように
手帳に記載さる。



体 
験 
利 
用 
契 
約 
書 



体 
験 
利 
用 
申 
込 
書 



•体験利用の日数に合わせて費用を計算し請求書を作成

する

•家賃、水道光熱費、食費、日用品費の日額から計算する

　（※食費は回数分、その他は利用日数分）

•体験費用は先に振込等でもらうか、体験期間中に必ず

　現金で徴収する

　（※後から徴収する事が難しくなる場合がある）



請求書と領収書は 
必ず発行すること 
（正副発行） 



GH利用での利用者さんの実費

① 食材料費 
② 家賃

（法第３４条第１項の規定により特定障害者特別給付費が利用者に支給された場合
（同条第２項において準用する法第２９条第４項の規定により特定障害者特別給付
費が利用者に代わり当該指定共同生活援助事業者に支払われた場合に限る。）
は、当該利用者に係る家賃の月額から法第３４条第２項において準用する法第２９
条第５項の規定により当該利用者に支給があったものとみなされた特定障害者特
別給付費の額を控除した額を限度とする。） 
③ 光熱水費 
④ 日用品費 
⑤ 前各号に掲げるもののほか、指定共同生活援助において提供される便宜に要す
る費用のうち、日常生活においても通常必要となるものに係る費用であって、支給決
定障害者に負担させることが適当と認められるもの 



食材料費 
　　　　・「食材料費（食材+調味料）」のみを実費徴収すること。

　　　　・固定額を徴収する場合は、定期的に精算すること。（ 4ヶ月精算）

光熱水費 
　　　　・光熱水費は、適切に按分すること。

　　　　・固定額を徴収する場合は、定期的に精算すること。（ 4 ヶ月精算）

　　　　　注）精算時、「不足分を利用者から徴収しないように」とする行政もみられる。

　　　　　　　定期的に平均金額を出し、運営規程・重説別紙で対応すること

　　　　※ワンルーム型のGHの場合は、光熱水費は利用者個人の契約とし、直接

　　　　　利用者が支払う形で良い。



•ここでいう日用品とは、トイレットペーパー・電球・洗剤等

利用者全員が使用するいわゆる消耗品のことをいう。

•どの物品を日用品費として徴収するかは、利用者と個別

に相談のうえ決めること（利用者との合意が必要）。

日用品費

注：日用品費を利用者から徴収することを認めない行政もある。



その他の日常生活費

具体的な範囲としては、「利用者の希望であることを前提」とし

• 事業者側で用意する共用品以外の個人の日用品

　　（歯ブラシ・化粧品等）

• 教養娯楽費　（GHでのイベントにおける費用等）

• 送迎に係る費用

※利用者の希望によるものとして実費相当分の徴収は可能。



体験利用後について
・本人とホームでの生活がどうだったかを確認する。

　「どの点が良かったか、どの部分で支援が必要だったのか」生

　活状況を本人と確認し、本入居となった場合に活かすようにす　

　る。

　他の入居者やホームとマッチングしているのか、本入居する

　にあたり、重要なポイントでもある。

・体験利用中の様子等を担当の相談員や家族に報告する。

　報告することによって本人の生活状況がわかり、次の支援体制

　にも繋がっていく。



体験利用後について
・体験利用はあくまで体験

　数日の体験入居でその人を「わかった」気になってはいけない

　障害者さんは基本とても素直な方が多いが

　「拒否されたくない」「嫌われたくない」等の思いから

　「取り繕う」ことも多い

　数日の体験だが少しでもその人を理解するよう注意深く観察する必
要がある



本契約について



入居することが決まったら、最終的にグループホームでの生活および
援助に関する事項を入居者とグループホーム運営者との間でお互い
に確認し、契約を結ぶ。

必要ならば入居する本人だけでなく、家族もしくは本人のことがよくわ
かっている相談支援事業者や通所先の援助者等にも同席してもら
い、文書や契約書等できちんと確認する。



●入居のしおり

入居後の生活や入居にあたっての手続き等を入居

者にわかりやすく説明した入居のしおりをつくってお

くと説明がしやすい。

生活費についても説明を入れておくことが必要であ

る。



「意思決定支援シート」 
 
・契約時またはその直前に
関係者（サービス担当者）が
集まり支援の方向性や約束
事を確認する。 
 
・契約時またはその直前に
必ず作成し、上記の関係者
の間で課題等を共有する。 
その後、意思決定支援シート
は関係者全員に配布する。 



本利用契約時に必要
なこと
• 他のサービス施設や病院等のサービス等利用計

画書やアセスメント等の書類の入手

• 受給者証の再確認

　　　支給決定内容（有効期限・区分・負担額等）

• 契約書、重要事項説明書、個人情報使用同意書、
預り金に関する契約書を取り交わす

• グループホームのルールの説明

• 当月と翌月の利用料の請求書を発行する



●事業所で必ず聞き取りを行う

関係機関からアセスメントやサマリー情報提供書等

入居者に関わる情報を入手するが事業所でも

「必ず」聞き取りを行いアセスメントを完成させる



アセスメントなどを 
相談支援専門員や病
院から入手する 



●利用契約書

重要事項説明書の記載内容を確認した後、サービス利用を開始す

るにあたって、入居者と事業者は利用契約書を交わす。

 利用契約書は事業者が入居者に対して行う共同生活援助に関する

内容について契約を結ぶものである。 契約の目的、契約の期間、契

約の内容、個別支援計画の作成、サービス利用にかかる援助、 提

供するサービスの内容、サービス提供の記録、利用料について、相

談・苦情対応、契約の終了、退居時の援助、秘密保持、賠償責任、

緊急時の対応等について記載している。



「契約書」

2部用意の上、署名・
捺印、割印をした上
でGHと利用者とでそ
れぞれ1部ずつ所持
する



●重要事項説明書

グループホーム運営に関する重要事項を説明したものある。 

事業者の概要、事業所の概要、職員体制、勤務体制、設備・居

室の概要、サービス内容、利用料およびその支払い方法、入

退居にあたっての留意事項、グループホーム利用にあたって

の留意事項、緊急時の対応、協力医療機関、バックアップ体

制、非常災害時の対応、苦情相談窓口等が記載されている。



「重要事項説明書」

2部用意の上、署名・
捺印、割印をした上で
GHと利用者とでそれ
ぞれ1部ずつ所持す
る



「個人情報使用同意書」

署名捺印



預かり金等管理委託契約書に署名捺印 



お預かりするものを一覧にして署名捺印



最低限の 
約束事は 

必ず 
同意を得る 



請求書と領収書は 
必ず発行すること 
（正副発行） 



本利用契約
直後にやる
こと

•契約後、受給者証の事業者欄に
記入・捺印　

　（(九)、(十)、(十一)ページ）　

•利用者の援護地市役所へ契約内
容報告書の提出



受給者証の事業者欄への記載　
　(九) 、(十)、 (十一)ページ
共同生活援助のページに記載する　

サ　ー　ビ　ス　事　業　者　記　入　欄

１

事業者及びその
事業所の名称

サービス内容 事業者確認印

契約支給量

契約日 年　　月　　日

当該契約支給量による
サービス提供終了日

年　　月　　日 事業者確認印

サービス提供終了月中
の
終了日までの既提供量



「契約内容報告書」

自治体毎にフォーマット
が異なるので、利用者さ
んの援護地の市役所の
HPで探してダウンロー
ドする



連携について



日中活動先とグループホームの
性格の違いを共通の理解に



生活の場であるホームと日中活動先での状
態が異なることがある。例えばホームでは普
段と変わらない元気な様子だが、日中活動先
では落ち込んだ様子だったなど。



その変化をホームでは気づかないことがあ
る。そういった日中活動先とホームでの違い
の情報等のやりとりの連携をすることにより、
心身の状況を把握し、未然に状態の悪化な
どを防ぐことができる。



入居者にとって、日中活動先とホームの

生活はどのような関係であればいいのか。

私たちは通常、職場では多少疲れているとき
でも、元気な顔をして仕事に取り組んでいる
ことが多いと思うが、緊張していないようでも
緊張しているのが職場である。



家に戻ってきたら、リラックスして周りに気を遣わ
ない時間を過ごしたいと思う。だらだらと寝っ転
がっていることにだらしがないと文句を言われた
りするのは、いやである



このことは、入居者が通う日中活動先とホームと
の間でも同じことが言える。活動の場は、多かれ
少なかれ、気を張ってがんばっている場であるこ
と、それがその人に合った適度なものであること
で、生活にハリができる。



日中活動先でがんばった分、ホームにもどった
ら、こころからリラックスして自分のペースで過ご
せることが大切である。 

その場所の特性をホームスタッフがわかっている
ことももちろんだが、日中活動先の援助者もホー
ムという場を理解するようコミュニケーションをは
かることが大切である。



事業所だけで抱え込まない

•入居者の対応や行動に関して困りごとや不安なことなど

　事業所だけで抱え込むのではなく

　相談支援員・行政・日中支援先等と連絡調整を行い

　多方面から解決策や支援方法等共有及び

　協力してもらうことも重要

•関係機関と密な連絡を取り一人の入居者の自立を支援するのが共
同生活援助である


